































き、 “被”式の発生は最も新しい。次章では六朝訳経の文中に用いられた“為” “見” “被”式
の特徴について発生の順に従い述べていく。
2． 1． “為”の使用
2． 1． 1． “所”の挿入による意味上の変化
王力1980は春秋時代に発生した“為”式の特徴として前置詞“為”と技動詞との間に施事者
を示す関係名詞の挿入が可能である点を挙げている。例えば“若随此計而行之則両国者、必為


















































(6)見諸衆生、為生老病死、憂悲苦悩、之所焼煮。（ 『法華経』 「警喰品」 ）




























(8)我不相犯、何為見捉。（ 『法華経』 「信解品」 ）






(10)若久住此、或見逼迫、強使我作。（ 『法華経』 「信解品」 ）
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